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外側

  古武道の剣術のうち江戸時代後期に発達した防具着用の竹刀稽古(撃剣)を直接の起源とする。江戸時代末期(幕末)には流
派を超えて広く試合が行われるようになった。明治時代以降、大日本武徳会が試合規則を定め競技として成立した。複
数の流派が集まって成立したため、柔道の嘉納治五郎のような特定の創立者は存在しない。太平洋戦争後に大日本武徳
会は解散し、その後発足した全日本剣道連盟が事業を継承している。

  現代の剣道は事実上スポーツにも分類されるが、全日本剣道連盟は「剣道は剣道具を着用し竹刀を用いて一対一で打 　　
突しあう運動競技種目とみられますが、稽古を続けることによって心身を鍛錬し人間形成を目指す「武道」です。」と
している。

・試合は常に1対1で戦う。これは団体戦の場合も同じである。選手は試合場に入り二歩進んでお互いに礼をし、三歩進
んで蹲踞したあと審判員の「始め」の声がかかってから立上り、勝敗が決するか規定の試合時間が経つまでお互いに
技を出し合う。原則として三本勝負であるが、一本勝負も認められている。

概要

試合形式

・板張りの床に境界を含め1辺9ｍないし11ｍの正方形または長方形の試合場を作り、試合をする。境界は普通、白のラ
インテープを貼って分ける。また、試合開始時の立ち位置は試合場中心付近に白のラインテープで示される。

試合場

・試合時間は小学生2分、中学生3分、高校生以上4分、延長戦の場合には3分が基準である。しかし、運営上の理由など
からこれ以外の試合時間を採用することも認められており、公式大会の決勝戦では、2007年(平成19年)から試合時間
が10分に変更された。

試合時間
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